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昨
年
２
月
、

八
尾
市
で
生
活

保
護
を
利
用
し

て
い
た
母
（
57

歳
）
と
長
男
（
24
歳
）
が
餓

死
す
る
事
件
が
あ
っ
た
。
同

様
の
事
件
は
こ
れ
ま
で
何
度

も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

　

生
活
保
護
は
、
貧
困
に
陥

っ
た
人
を
公
的
に
救
済
す
る

「
救
貧
」
制
度
だ
。
八
尾
市

の
不
適
切
な
生
活
保
護
行
政

は
、
以
前
か
ら
府
の
監
査

で
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
人

員
不
足
と
専
門
性
の
欠
如
、

組
織
内
検
討
の
不
足
な
ど
多

く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
市
が
改
善
で
き
て
い
れ

ば
、
今
回
の
事
件
は
な
か
っ

た
は
ず
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
長
期

化
で
日
々
の
暮
ら
し
に
困
窮

す
る
人
が
増
え
る
中
、
生
活

保
護
制
度
が
改
め
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。
八
尾
市
は
２
年

前
、
福
祉
拡
充
を
謳
う
大
阪

維
新
の
会
選
出
の
議
員
が
市

長
に
当
選
し
た
。
そ
の
矢
先

の
出
来
事
で
あ
る
。

　

市
は
第
三
者
に
よ
る
調
査

委
員
会
の
設
置
を
否
定
し
て

い
る
が
、
事
件
に
向
き
合
わ

な
け
れ
ば
再
発
は
防
げ
な

い
。
生
活
保
護
行
政
の
運
用

の
見
直
し
や
、
困
窮
者
を
支

援
す
る
仕
組
み
へ
早
急
に
改

善
す
る
こ
と
は
市
長
の
責
務

で
あ
る
。 

（
Ｉ
）

　４月25日付の議案19面
で、「2019・2020年度活動
方針（案）」 としたのは、
「2021・2022年度活動方
針（案）」でした。お詫びし
て訂正します。

お詫びと訂正

結成総会で挨拶する玉川和隆代表幹事
（当時、写真左奥）＝而至会館（大阪市
天王寺区）

創
立
50
周
年

議
案
は
４
／
25
日
付 

９
〜
20
面

新型コロナ

医院経営と保険医療守る運動益々
５・30定期総会 午後１時～ M＆Dホール（Zoom併用）

弱
体
化
す
る
日
本
の
公
衆
衛
生

感
染
急
増
で
府
に
緊
急
要
請

小
澤
理
事
長
「
医
療
崩
壊
は
『
人
災
』」

緊
急
要
請
の
内
容

緊
急
要
請
の
内
容
（
抜
粋
）

（
抜
粋
）

深
刻
な
人
手
不
足

深
刻
な
人
手
不
足

　

地
域
医
療
構
想
で
算
出
さ

れ
た
「
必
要
病
床
数
」
は
医

師
や
看
護
師
の
需
給
推
計
に

も
連
動
し
て
お
り
、
急
性
期

病
床
の
削
減
で
、
と
く
に
病

院
看
護
師
の
需
要
数
は
現
状

よ
り
大
幅
に
少
な
い
人
員
で

　

平
素
は
協
会
活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力
下
さ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

第
55
回
定
期
総
会
は
、
協

会
創
立
か
ら
50
年
の
節
目
の

総
会
と
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
記
念
行
事
等
は
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

を
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
の
第
54
回
定

期
総
会
か
ら
僅
か
２
年
で
、

歯
科
医
療
、
患
者
、
府
民
を

取
り
巻
く
環
境
は
激
変
し
、

医
院
経
営
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
金
パ
ラ
の
高
騰

に
加
え
、
19
年
10
月
の
消
費

税
率
引
き
上
げ
、
20
年
春
か

ら
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

で
、
医
院
経
営
は
塗
炭
の
苦

し
み
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
多
く

　

協
会
は
第
55
回
定
期
総
会
を
５
月
30
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
併
用
で
開
き
、
21
・
22
年
度
方
針
を
決
め

る
。
小
澤
力
理
事
長
（
写
真
）
が
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

の
ご
相
談
・
ご
要
望
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
特
に
各
種
助

成
金
や
補
助
金
の
申
請
に
関

し
て
は
、
１
０
０
０
を
超
え

る
相
談
を
受
け
、
会
員
の
経

営
支
援
に
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

国
や
大
阪
の
コ
ロ
ナ
対

策
、
支
援
策
は
不
十
分
で

す
。
大
阪
で
は
「
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
に
全
力
を
」
と
い
う

協
会
を
は
じ
め
多
く
の
府
民

の
声
を
踏
み
に
じ
り
、
大
阪

市
解
体
（
都
構
想
）
の
住
民

投
票
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
国
会
で
は
、
75
歳
以
上

の
窓
口
負
担
２
倍
化
や
病
床

削
減
を
盛
り
込
ん
だ
改
悪

案
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

等
を
含
む
デ
ジ
タ
ル
改
革
法

案
が
成
立
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

来
年
は
診
療
報
酬
の
改
定

を
迎
え
ま
す
。
会
員
の
先
生

方
の
権
利
と
経
営
を
守
る
協

会
の
活
動
が
益
々
重
要
と
な

り
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
）
参
加
も
含
め
多
く
の
先

生
方
の
、
総
会
へ
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
急
拡

大
を
受
け
、
小
澤
力
理
事
長

は
４
月
20
日
、
吉
村
洋
文
大

阪
府
知
事
に
「『
医
療
崩

壊
』
を
引
き
起
こ
し
た
責
任

を
受
け
止
め
、
感
染
拡
大
の

ス
ト
ッ
プ
へ
全
力
を
尽
く
す

こ
と
を
求
め
る
緊
急
要
請

書
」
を
提
出
し
た
。

　

要
請
書
は
、
吉
村
知
事

が
、
不
要
不
急
の
住
民
投
票

や
広
域
行
政
一
元
化
条
例
の

制
定
を
強
行
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、「
命
と
健
康
を
守
る

責
任
を
軽
視
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
上
で
、
感
染
急
拡
大

の
原
因
は
、「
科
学
的
知
見

に
基
づ
く
対
策
を
怠
っ
た
結

果
」
で
あ
る
と
指
摘
。「
医

療
崩
壊
と
い
う
深
刻
な
事
態

を
引
き
起
こ
し
た
責
任
は
極

め
て
重
大
で
あ
り
、『
人
災
』

と
言
う
べ
き
も
の
」
と
し
て

以
下
事
項
を
要
請
し
た
。

一 

．
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と

一 

．
病
床
及
び
医
療
従
事
者
を
早
急
に
確

保
す
る
こ
と

一 

．
保
健
所
の
人
員
・
機
能
を
強
化
す
る

こ
と

一 

．
自
宅
・
宿
泊
療
養
者
の
健
康
管
理
の

た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

一 

．
検
査
体
制
の
抜
本
的
拡
大
。
公
費
に

よ
る
検
査
希
望
者
へ
の
検
査
実
施
と
社

会
的
検
査
等
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と

一 

．
全
医
療
機
関
に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン
の

　厚生労働省が、４月21日付で示し
た略称は下記のとおり。請求時は、レ
セプトの全体「その他」欄に、「略
称、点数、回数」を記載する。

確
保
・
接
種
を
迅
速
化
し
、
明
確
な
接

種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
周
知
と
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
提
供

す
る
こ
と

一 

．
医
療
機
関
を
含
む
全
て
の
事
業
者
に

対
す
る
減
収
補
て
ん
策
を
国
に
求
め
、

府
も
独
自
の
支
援
策
を
実
施
す
る
こ
と

一 

．
コ
ロ
ナ
収
束
ま
で
、
医
療
の
窓
口
負

担
を
無
料
に
す
る
こ
と

一 

．
府
と
し
て
、
歯
科
医
療
機
関
へ
の
受

診
や
専
門
的
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
を
府

民
へ
周
知
す
る
こ
と

　協会は「大阪歯科保険医の会」と
して（75年に改称）、1971年４月18
日に結成総会を開催。歯科保険医の
自主的組織として、100人の会員を
擁して発足した。

開
発
機
構
）
加
盟
国
の
う
ち

デ
ー
タ
の
あ
る
29
カ
国
中
の

26
位
で
、
不
足
が
顕
著
で
あ

る
（
２
０
１
８
年
。OECD 

H
ealth Statistics 
2020

）。
人
手
不
足
は
長
時

間
労
働
を
招
く
。
厚
生
労
働

省
の
「
医
師
の
働
き
方
改
革

の
看
護
師
数
は
０
・
86
人

で
、
ド
イ
ツ
（
１
・
61

人
）、
フ
ラ
ン
ス
（
１
・
75

人
）、
イ
ギ
リ
ス
（
３
・
08

人
）、
ア
メ
リ
カ
（
４
・
19

人
）
な
ど
欧
米
諸
国
の
２
分

の
１
か
ら
５
分
の
１
の
水
準

に
す
ぎ
な
い
（
２
０
１
８

　

一
方
、
憲
法
25
条
２
項
に

規
定
さ
れ
た
「
公
衆
衛
生
の

向
上
及
び
増
進
」
を
担
う
公

的
機
関
と
し
て
、
都
道
府

県
、
政
令
指
定
都
市
な
ど

に
、
保
健
所
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
公
衆
衛
生
は
公
的
責

任
で
実
施
す
る
と
い
う
趣
旨

ね
人
口
10
万
人
に
１
カ
所
か

ら
二
次
医
療
圏
に
１
カ
所
に

改
め
ら
れ
て
か
ら
、
保
健
所

の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
た
結

果
、
保
健
所
の
数
は
、
１
９

９
４
年
の
８
４
７
カ
所
か

ら
、
２
０
２
０
年
に
は
４
６

９
カ
所
に
激
減
し
た
。
保
健

ナ
対
応
業
務
を
上
乗
せ
さ
れ

た
形
で
、
こ
れ
で
は
、
業
務

の
パ
ン
ク
は
必
然
と
い
え

た
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
担
う
行
政

検
査
機
関
で
あ
る
地
方
衛
生

研
究
所
は
、
都
道
府
県
と
政

令
指
定
都
市
に
82
カ
所
設
置

さ
れ
て
い
る
が
（
２
０
１
７

年
現
在
）、
法
律
上
の
根
拠

規
定
を
欠
い
て
お
り
、
予
算

・
人
員
と
も
に
抑
制
が
続
い

て
い
る
。
同
様
に
、
国
立
感

染
症
研
究
所
も
、
予
算
・
人

員
と
も
に
減
ら
さ
れ
続
け
、

日
本
で
国
産
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
が
遅
れ
て
い
る
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

 

（
つ
づ
く
）

足
り
る
と
の
推
計
と
な
っ
て

い
る
。
医
師
に
つ
い
て
も
、

地
域
医
療
構
想
と
働
き
方
改

革
を
名
目
に
、
病
院
を
再
編

し
、
医
療
体
制
を
集
約
化
し

て
医
師
数
は
増
や
さ
な
い
方

針
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
医
師
の
偏
在
と
医
師
・

看
護
師
の
負
担
増
に
よ
る
現

場
の
疲
弊
が
進
む
こ
と
は
避

け
ら
れ
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
日
本
の
医
師

数
は
、
人
口
１
０
０
０
人
当

た
り
で
み
る
と
２
・
５
人

で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力

に
関
す
る
検
討
会
」
で
は
、

過
労
死
ラ
イ
ン
の
月
平
均
80

時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働

（
休
日
労
働
を
含
む
）
を
し

て
い
る
勤
務
医
が
約
８
万
人

に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

看
護
師
に
つ
い
て
も
、
日

本
の
入
院
患
者
１
人
あ
た
り

年
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
前
出
）。
長

時
間
・
過
密
労
働
・
低
処
遇

の
中
、
年
間
10
人
に
１
人
の

割
合
で
看
護
師
が
辞
め
て
お

り
、
現
場
で
は
深
刻
な
人
手

不
足
が
続
い
て
い
る
。

保
健
所
の
削
減

保
健
所
の
削
減

の
も
と
、
保
健
所
運
営
に
国

が
公
費
補
助
を
行
っ
て
き
た

が
、
そ
の
公
費
負
担
を
削
減

す
る
目
的
で
、
保
健
所
の
削

減
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

１
９
９
４
年
に
地
域
保
健

法
が
制
定
さ
れ
、
保
健
所
の

設
置
数
が
、
従
来
の
お
お
む

所
職
員
数
も
、
１
９
９
０
年

の
３
万
４
５
７
１
人
か
ら
２

０
１
６
年
の
２
万
８
１
５
９

人
へ
と
削
減
さ
れ
て
き
た

（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
「
社
会
保
障
統
計

年
報
」
に
よ
る
）。
保
健
所

は
、
日
常
業
務
に
新
型
コ
ロ

鹿
児
島
大
学
教
授
・
伊
藤
周
平

鹿
児
島
大
学
教
授
・
伊
藤
周
平

を
問
う

を
問
う

「
医
療
崩
壊
」

「
医
療
崩
壊
」

コ
ロ
ナ
禍
の

コ
ロ
ナ
禍
の

③

1971年４月18日結成総会

写真で見る 写真で見る 協会創立協会創立5050周年周年

歯科外来等感染症対策実施加算
等の手書きレセプト請求時に使
用できる略称

項目 略称

歯科外来等感染症対策
実施加算・５点 外コ

乳幼児感染予防策加算
・55点 小コ


